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野菜や果物の栽培で県内有数の産地である大村市。中で
もミカンは、昨年度の出荷量が1,764トン、生産額も約3億
4,600万円あり、県央地区で最多を誇っています。今回は、
市内全域で栽培されている大村産ミカンの魅力をご紹介
します。

■農林水産振興課（内線472）

大村産がおいしいヒミツは土地にあり
おいしいミカンが育つために必要とされる「海に近い丘陵地・乾燥し水はけが
よい土」という条件が大村の地形に合い、太陽の光が大村湾に反射して日
当たりがよいことから、おいしいミカンが収穫されています。収穫され
たミカンは、光センサー選果機で糖度が測られ、糖度が最も高い13度
以上のミカンが「はなまる」、12度以上のミカンが「味ホープ」と
いったブランド名で、全国へ出荷。市内では、直売所やスー
パーなどで販売されるほか、おいしいミカンを長く味わえ
るように、ジュースやゼリーなどに加工して販売され
ています。

農家さん
に

聞いてみ
た！

おいしいミカンの見分け方♪

皆さんに安心安全でおいしいミカンを提
供できるよう、日々努力しています。ま
た、農業の将来のために、次の世代を育
成することも大変重要と考えています。

来年６月の就農を目指し、県・市の支援を受
けながら野田さんの元で勉強させていただ
いています。将来、おいしいミカンを作り、大
村の農業を盛り上げるように頑張ります。

生産者と研修生の声
○皮が引き締まって実にピタッとくっついている
○果頂部（ヘタの裏側）の皮が濃いオレンジ色になって
  いる（早生～晩生）
○果頂部が菊の花の形みたいにボコボコしている
　　　　　　　　　　　　　　

極早生みかんは、果頂部
が蛍の光のように黄色く
なっているものが甘い
ですよ！

若手ミカン農家
野田　真吾さん
若手ミカン農家
野田　真吾さん

次世代を担う研修生
朝長　渉さん
次世代を担う研修生
朝長　渉さん左の方が皮が引き締まって

果頂部が濃いオレンジ色でよりお
いしいよ

ミカンは栄養たっぷり
ビタミンＣやクエン酸などの酸味成分が多く含ま
れているミカンは、風邪予防や美肌効果、疲労回
復を促進させる効果が期待できます。この冬
はおいしいミカンを食べて風邪予防
してみませんか？

今が旬！時期で変わるミカンの種類
市内では、極早生ミカンから晩生ミカンまで、さまざ
まな品種が栽培され、９月下旬から1月下旬まで品
種が変わりながらおいしいミカンが味わえます。

お く て

ミカンの旬（品種）
極早生…9月下旬～10月下旬（岩崎・原口など）
早　生…11月上旬～12月上旬（原口・宮川など）
中　生…11月下旬～12月下旬（させぼ温州など）
晩　生…12月下旬～1月下旬（青島・大津など）

ご く わ せ

わ 　 せ

な か て

アイラブ

表紙のはなし　大村産ミカン

秋口ごろから、店頭に並び始めるミカン。市内でも三浦・鈴田・萱
瀬・福重地区を中心に、190戸の生産者が121ヘクタール栽培して
おり、栽培技術や品質の向上を目指して日々研さんを積まれていま
す。これからますますミカンがおいしくなる季節、今年の冬は、ぜひ、
大村のミカンを味わってみてください。大村産ミカンは、三浦かんさ
く市や鈴田峠農園、産直かやぜ、おおむら夢ファームシュシュなどで
販売されています。

州で実現してほしい、と伝えています。
　この手紙から、渡辺が考えたとされる「一縄之策」が実際
に構想され、しかも桂に伝えていたことが証明されました。
また､二人が倒幕に向けて連携していたことがわかります。
　この手紙以外にも、歴史資料館には幕末・明治維新の大村
藩の活躍を伝える資料が展示されています。
　文化の秋、ぜひ、歴史資料館で大村の歴史に触れてみてく
ださい。

　今回は、歴史資料館が展示する目玉の一つ、長州藩士 
桂小五郎から大村藩士 渡辺昇へ宛てた手紙についてご
紹介します。

　この手紙は、1866年（慶応２年）12月18日に書かれたもの
です。この年は、1月に薩長同盟が成立し、6月の第二次長州
征討で幕府側が敗れるなど、時代が大きく動いた年でした。
　倒幕が次第に現実味を帯びていく中で書かれたこの手紙に
は、桂の倒幕に向けての思いが約2.6メートルにわたりつづら
れています。
　当時、桂のいる長州藩（山口県）に熊本藩士 河上彦斎が滞
在していました。河上は、勝海舟の師で蘭学者だった佐久間
象山を暗殺するなど、幕末四大人斬りの一人とされる人物で
す。その河上が故郷の熊本へ帰ることとなり、桂は渡辺に対
して、幕府側である熊本藩を味方につけるため河上に協力し
てほしいこと、そして渡辺が考えていた「一縄之策」をぜひ九

「一縄之策」の実現を願った手紙

【渡辺昇】
幕末の大村藩士で、「大村藩勤王三十七
士」の一人として大村藩を「勤王倒幕」に
まとめる。
長州藩の桂小五郎とは、江戸の三大道場
「練兵館」で兄弟弟子だった。

【一縄之策（ひとなわのさく）】
細い紐をより合わせて一本の強い縄がで
きるように、強大な幕府を倒すためには各
藩が連合して当たるべきだとする、渡辺が
構想した策。
桂小五郎から「御良策」と評され、手紙の
中にも出てきた。

▲桂小五郎から渡辺昇へ宛てた手紙
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